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【補正の内容】
【００２９】
　エステル（Ｉ）の酸成分として考えられる適当な脂肪酸の例は、例えば以下のとおりで
ある：
　デカン酸（カプリン酸）、ウンデカン酸、ドデカン酸（ラウリン酸）、トリデカン酸、
テトラデカン酸（ミリスチン酸）、ペンタデカン酸、ヘキサデカン酸（パルミチン酸）、
ヘプタデカン酸、およびオクタデカン酸（ステアリン酸）、イソステアリン酸、ノナデカ
ン酸、エイコサン酸（アラキジン酸）、およびドコサン酸（ベヘン酸）。これらの脂肪酸
は、飽和脂肪酸である。本発明において、それらは、エステル（Ｉ）の好ましい酸成分と
して使用される。
　１０－ウンデセン酸、ラウロレイン酸、ミリストレイン酸、パルミトレイン酸、ペトロ
セリン酸、オレイン酸、エライジン酸、ガドレイン酸、エルカ酸、およびブラシジン酸。
これらの脂肪酸は、不飽和脂肪酸であり、Ｃ＝Ｃ二重結合を含む。


	header
	written-amendment

